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数値目標の設定のある項目の進捗状況 

 

小項目№ ３５ ６１ ６２ 

中
期
計
画 

中期計画 

ア 「京都芸大キャリアアップセンタ

ー（仮称）」の設立 

在学生のみならず卒業生も対象に，

一人ひとりの状況に応じた長期的支援

を行うため，専門スタッフを配置する

など体制を強化し，教職員と協働で学

習支援，進路支援，就職支援及び芸術

家へのキャリアサポート等の総合的な

取組を行う「京都芸大キャリアアップ

センター（仮称）」を設立する。 

イ 作品展，演奏会，公開講座等の開

催 

京都芸大の教育研究活動を市民に積

極的に還元し，迅速かつ有効に発信す

るために，市民が広く芸術に親しめる

作品展，演奏会及び公開講座・セミナ

ーを開催する。 

ウ 「京都市立芸術大学ギャラリー＠KCUA（ア

クア）」の活性化 

京都芸大サテライト施設「京都市立

芸術大学ギャラリー＠KCUA（アク

ア）」において，定例的に教員・学生・

卒業生等の作品展，公開講座・セミナ

ー等を開催することによって，教育研

究の成果を還元するとともに，＠

KCUA が市民にとって，学生や芸術家

等との交流の場として，文化芸術を身

近に感じることができる開かれた大学

の拠点となることを目指す。 

数値目標 

卒業・修了生等のうち進路未定者の割

合 

１０％（２９年度） 

作品展，演奏会，公開講座等の開催数 

６０事業（２９年度） 

堀川御池ギャラリーにおける京都芸大関

連の作品展等入場者数 

２０，０００人（２９年度） 

 

数

値

目

標

の

考

え

方 

計画作成時

の状況 

１９．３４％（２２年度） ４３事業（２２年度） １６，４００人（２２年度） 

 

年度毎の 

数値目標の

考え方 

２８年度（※）には１０パーセント

を達成できるよう毎年２パーセント減

らすことを目標とする。 

実績数値は，毎年３月末の進路未定

者の割合を仮実績として，留学者も含

めた最終実績を翌年の３月末に確定す

る。 

（※）留学者も含めた進路未定者の割

合を確認するため，中期計画の数値目

標の達成年度を１年前倒しして２８年

度とした。 

２４年度実績の５５事業から２４年

度単発事業の４事業を除いた５１事業

をベースとして，原則として毎年２事

業を増やすことを目標とする。 

２４年度のギャラリー＠ＫＣＵＡへ

の入場者数は１９，３２０人と数値目

標に近い実績であることから，２５年

度以降の数値目標は毎年度，中期計画

の数値目標と同じ２０，０００人とす

る。 

年度毎の 

数値目標 

２４

年度 

２５

年度 

２６

年度 

２７

年度 

２８

年度 

２９

年度 

２５ 

年度 

２６ 

年度 

２７ 

年度 

２８ 

年度 

２９ 

年度 

２０，０００人 

１８ 

％ 

１６ 

％ 

１４ 

％ 

１２ 

％ 

１０ 

％ 

１０ 

％ 

５２ 

事業 

５４ 

事業 

５６ 

事業 

５８ 

事業 

６０ 

事業 

中
間
実
績
（
案
） 

自己評価 

自己評価：Ⅳ 

２４年度に「キャリアアップセンター」

を設立し，教職員による協働と専門スタ

ッフを配置した体制にて，開設初年度か

ら在学生，卒業生に対し各種支援事業を

実施している。また，対外的な理解と学

生の利用を促進するため，同センターの

名称を見直すこととした。 

自己評価：Ⅳ 

本学の教育研究活動を市民に還元する

ため，作品展や演奏会等を積極的に開催

している。また，２６年度に設立した芸

術資源研究センターにおいても事業を積

極的に展開している。 

自己評価：Ⅳ 

年間を通じ，学内外の若手アーティス

トの積極的プロデュース，外部資金によ

る受託事業，本学のコレクションの公開，

現代美術のネットワーク形成といった多

角的な活動を実施した。これらに取り組

むとともに，体制の整備にも実施してい

る。 

数
値
目
標
の
見
直
し 

数値目標 

実績推移 

２４年度 ６．９８％ 

２５年度 ４．２９％ 

２６年度（追跡調査未実施） 

２４年度 ５５事業 

２５年度 ７１事業 

２６年度 ７４事業 

２４年度 １９，３２０人 

２５年度 ２０，６０９人 

２６年度 ２３，５６０人 

修正の有無 達成年度前倒し 修正なし 修正なし 

内容等 

後追調査の結果が明らかになる時期を

考慮し，数値目標を「１０％（２８年

度）」とする。 

既に実績は数値目標を上回っている

が，評価委員会より質を維持した継続

実施の必要性を指摘されていることを

踏まえ，数値目標の引き上げは見送る。 

既に実績は数値目標を上回っている

が，作品展の内容や若手作家のサポート

等の質を重視することとし，数値目標の

引き上げは見送る。 

 

 

資料４ 
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小項目№ ８０ ８１ ８７ 

中
期
計
画 

中期計画 

（３）中長期的な展望に立った事務職

員の採用・育成 

中長期的な展望に立ち，経営や教育

研究の支援等に係る専門的な知識・能

力を備えた事務職員の採用・育成等を

行う。 

（４）ＳＤ（事務職員の能力開発等の研

修）の実施 

大学運営を担うに十分な能力・適性を

有する事務職員を養成するため，ＳＤを

実施する。 

（３）共同研究・科学研究費補助金等

申請の促進 

幅広い分野との共同研究の促進や科

学研究費補助金等の申請に積極的に取

り組む。 

数値目標 

事務局におけるプロパー職員の比率 

６５％（２９年度） 

事務職員の能力開発研修の実施回数 

２回（毎年度） 

科学研究費補助金等申請件数 

２４～２９年度 ８０件 

（１８～２３年度比 １０％増） 

数

値

目

標

の

考

え

方 

計画作成時

の状況 

  ７２件 

（１８～２３年度） 

年度毎の 

数値目標の

考え方 

年度計画の数値目標は，派遣職員の

人事異動やプロパー職員の年齢構成等

を考慮する必要があるため，設定しな

いこととする。 

中期計画に記載のとおり，事務職員の

能力開発研修を毎年度実施する。 

２４年度及び２５年度採択向けの申

請実績３０件（累積）を除いた５０件

を４年間で達成できるよう毎年１３件

の申請を目標とする。 

年度毎の 

数値目標 

設定なし 学内実施２回 １３件（ただし，前年実績が１３件に

達していないときは，未達成分を加算

する。） 

中
間
実
績
（
案
） 

自己評価 

自己評価：Ⅲ 

中長期的な展望に立ち，経営や教育研

究の支援等に係る専門的な知識・能力を

備えた事務職員の採用・育成等に取り組

んでいる。 

 

【プロパー職員採用実績】 

各年度において事務局プロパー職員を

採用試験等により採用した。 

２４年度：事務６名，保健師１名を採

用決定。 

２５年度：事務２名を採用決定（係長

級職員１名，係員１名） 

２６年度：事務３名を採用決定。 

自己評価：Ⅲ 

大学運営を担うに十分な能力・適性を

有する事務職員を養成するため，学内で

のＳＤに加え，学外のＳＤ等も積極的に

活用しており，今後も継続していく。 

 

【学内研修実施実績】 

新規採用職員及び新任職員（京都市派

遣職員）研修（２４～２６年度） 

新任係長研修（２６年度） 

 

【主な学外研修参加実績】 

公立大学協会主催セミナー等（２４年

度～） 

大学コンソーシアム京都主催ビジネ

スマナー研修（基礎編）（２６年度） 

京滋地域芸術系大学合同ＳＤ研修（２

６年度） 

 

【ＳＤ以外の学内研修実績】 

外部から招へいしたカウンセラーによ

るメンタルヘルス研修（２６年度） 

自己評価：Ⅲ 

幅広い分野との共同研究の促進や科学

研究費補助金等の申請に積極的に取り組

んでおり，科研費については，申請件数

は年度毎にばらつきはあるものの年度当

たりの平均件数は，数値目標達成ペース

である。また，共同研究については，外

部研究機関の資金を活用した研究を実施

している他，科研費の分担研究制度も活

用し，幅広く取り組んでいる。 

数
値
目
標
の
見
直
し 

数値目標 

実績推移 

２４年度  ５．８％ 

２５年度 ２７．０％ 

２６年度 ４２．１％ 

２４年度 学内開催２回 

２５年度 学内開催２回 

２６年度 学内開催２回 

２４年度   ３０件 

２５年度累積 ４５件 

２６年度累積 ５６件 

修正の有無 

修正なし（ただし，プロパー職員には

上記採用職員のほか，京都市退職派遣

職員，契約職員，非常勤嘱託による管

理職を含める） 

修正なし 修正なし 

内容等    
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小項目№ ８９ ９６ １０２ 

中
期
計
画 

中期計画 

（５）民間企業等との協力による展覧

会等の実施 

民間企業等との協力による展覧会や

演奏会等の事業を開催する。 

（２）図書館等の運営の改善 

図書館等の大学施設の運営につい

て，利用者の声を聴き，ニーズに応じ

て改善する。 

（３）ホームページの充実 

大学の教育研究内容を海外も含めて

広く発信するため，ホームページを充

実する。 

数値目標 

民間企業等との協力による事業の実施

数 

１０事業（２９年度） 

附属図書館への入館者数 

３８，０００人（２９年度） 

ホームページアクセス数 

２，０００，０００件（２９年度） 

 

数

値

目

標

の

考

え

方 

計画作成時

の状況 

６事業（２３年度） ３２，３４５人（２２年度） １，２９５，１５０件（２２年度） 

年度毎の 

数値目標の

考え方 

２４年度単発事業の２事業を除いた 

２４年度実績（１０事業）において，

中期計画の数値目標である１０事業を

達成していることから，１０事業を目

標とする。 

２４年度実績の３３，０４４人をベ

ースにして，２５年度以降原則として，

毎年１，０００人増やすことを目標に

する。 

２４年度実績（１，９８９，０５３

件）が，中期計画の数値目標をほぼ達

成していることから，中期計画の数値

目標２，０００，０００件を目標とす

る。 

年度毎の 

数値目標 

１０事業 ２５年度 ３４，０００人 ２，０００，０００件（※） 

※２５年度実績からは，Ｆａｃｅｂｏ

ｏｋのインプレッション数を含める。 

２６年度 ３５，０００人 

２７年度 ３６，０００人 

２８年度 ３７，０００人 

２９年度 ３８，０００人 

中
間
実
績
（
案
） 

自己評価 

自己評価：Ⅳ 

各年度において，民間企業等との協力

による展覧会や演奏会等の事業を開催し

ている。開催内容については，単年度の

事業に終わらず，継続開催され，定着し

ているものも多い他，新規の取組も積極

的に展開している。 

（主な継続事業） 

・ピアノフェスティバル（京都ライオン

ズクラブ） 

・ホワイエコンサート（国立近代美術館） 

・ソリスティックコンサート（京都ブラ

イトンホテル） 

・長岡京市学生オーケストラの響宴（長

岡京記念文化会館） 

・サテライトコンサート（京都新聞社） 

・京都銀行による作品購入を通じた美術

研究支援 

・京都中央信用金庫ビジネスフェア 

・北山駅作品展示（京都市音楽芸術振興

財団） 

自己評価：Ⅱ 

図書館等の大学施設の運営について，

利用者の声を聴きながら，下記のとおり

各年度においてニーズに応じた改善等を

実施しており，今後も中期計画の期間中，

引き続き必要な対策を講じていく。 

 

【改善事項】 

カウンター業務及び蔵書点検の委託化

により，年間開館日数を２２年度の１７

３日から２４年度は２１６日に，さらに

２５年度は２２３日に拡大した。 

２５年度末に約７，０００冊収納の自

動書架を設置し，所蔵図書の閲覧環境を

整備した。 

また，電子ジャーナルのＪＳＴＯＲ閲

覧サービスや，学生自身が購入する本の

選定を行う学生選書ツアーを開始した

他，収蔵庫所蔵資料の整理により図書検

索システムへの登録を推進するなど，学

生により親しまれる図書館を目指した改

善を実施した。 

自己評価：Ⅲ 

ホームページの適宜更新をはじめ，Ｗ

ｅｂの充実の一環として，ＳＮＳも活用

した情報発信に取り組むこととし，Ｆａ

ｃｅｂｏｏｋ やｔｗｉｔｔｅｒの大学

公式アカウントを設置し，情報の拡散に

努めている。今後も中期計画期間を通し

て，継続して発信する情報の内容充実に

努めていく。 

 

【公式ホームページの充実】 

２４年度より海外向けの英語版ホーム

ページを開設するとともに，大きなイベ

ント実施時には特設ページを設置した。 

作品展のページについて２６年度より

新たに，８年度から現在までの受賞作品

画像が検索できる機能を追加し，閲覧者

の利便性を高めるなど，質の改善を行っ

た。 

 

【ＳＮＳの活用】 

２４年度よりＦａｃｅｂｏｏｋ ，ｔｗ

ｉｔｔｅｒの公式アカウントを設置し，

情報の拡散に努めた。 

数
値
目
標
の
見
直
し 

数値目標 

実績推移 

２４年度 １２事業 

２５年度 １６事業 

２６年度 １５事業 

２４年度   ３３，０４４人 

２５年度   ３２，５５４人 

２６年度   ３４，５３４人 

２４年度 ２，４４４，７１６件 

２５年度 ２，６２７，７５５件 

２６年度 ２，４３５，３８８件 

修正の有無 修正なし 修正なし 上方修正 

内容等 

既に実績は数値目標を上回っている

が，評価委員会より事業を継続させる

努力を求められていることを踏まえ，

数値目標の引き上げは見送る。 

数値目標は図書館等の運営改善に向けた

努力目標であることを鑑み，引き下げは

行わず，目標実現に向けて各種取組を進

めていく。 

ホームページとＦａｃｅｂｏｏｋのアク

セス数の合計で年２５０万件に変更す

る。 
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年度計画№ １０９ 

中
期
計
画 

中期計画 

（１）法令順守への意識の向上 

教職員の法令順守への意識の向上を図

るため，検収や啓発等の取組を定期的

に実施する。 

数値目標 

法令順守に関する研修の実施回数２回

（毎年度） 

数

値

目

標

の

考

え

方 

計画作成時

の状況 

 実施無し 

年度毎の 

数値目標の

考え方 

毎年度継続して，中期計画で定めた

数値を目標とする。 

年度毎の 

数値目標 

２回 

中
間
実
績
（
案
） 

自己評価 

自己評価：Ⅲ 

教職員の法令遵守への意識の向上を図

るため，研修や啓発等の取組を定期的に

実施している。また，全ての教職員が共

通の認識を持って法令遵守を実践してい

くため，留意及び確認すべき事項を取り

まとめた「公立大学法人京都市立芸術大

学コンプライアンス推進のための行動規

範」を策定した。 

数
値
目
標
の
見
直
し 

数値目標 

実績推移 

２４年度 ２回 

２５年度 ２回 

２６年度 ２回 

修正の有無 修正無し 

内容等 

 

 

 


